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第５回臨時議会報告
平成28年10月18日

　第５回臨時議会は、１０月１８日に開催しました。町長の所信表明演説のあと、提案された案件９件
（条例改正２件、補正予算１件、その他１件、人事案件５件〔P6 に掲載〕）を審議、採決しました。

第１２０号　平成２９年１月２５日

財政健全化の一環として、町長の給料の月額を一
定の期間減額するとともに、教育長の給料の月額に
ついては、その減額期間を改めるものです。

ダイオキシン類廃棄物の一連の埋立処理に係る事実
関係の解明、その他の実態把握についての調査審
議および再発防止策の提言に関する事務を行う附
属機関を設置するものです。

平成28年8月の台風10号集中豪雨、9月の台風16号
および集中豪雨により被災した農地および農業用施
設の応急工事計画について、土地改良事業を施行
することについて、議会の議決を求めるものです。

条例改正

補正予算

34号議案 全員賛成　可決附属機関に関する条例改正

35号議案 特別職の職員の給与に関する条例改正 全員賛成　可決

既定の歳入歳出予算の総額に507万円を増額し、そ
れぞれ65億9,995万4千円とするものです。
耕地災害復旧工事、調査委員会委員の報酬です。

37号議案 一般会計補正予算 全員賛成　可決

第６回定例議会報告
平成28年12月5日～19日

　第６回定例議会は、１２月５日から１２月１９日までの１５日間の日程で開催しました。提案された案件は、
１８件（条例制定１件、条例改正１０件、補正予算５件、その他２件）でした。関係案件は、各常任委員会
に付託し審査したのち、本会議で採決しました。

地方公務員法の改正に伴い、職員の退職管理の円
滑な実施を図るため、条例を制定するものです。

条例制定

条例改正

43号議案 賛成多数　可決職員の退職管理に関する条例制定

障害者計画等の策定についての調査審議に関す
る事務を行う附属機関の設置をするものです。44号議案 全員賛成　可決附属機関に関する条例改正

生活排水処理事業特別会計を下水道事業特別会
計に統合することに伴い、所要の改正を行うものです。46号議案 全員賛成　可決特別会計条例改正

地方税法等の改正に伴い、必要な規定の整備を行う
ものです。47号議案 全員賛成　可決税条例及び豊能町国民健康保険税

条例改正

その他

36号議案 農地及び農業用地施設災害復旧事業
の施行 全員賛成　可決

雇用保険法の一部を改正する法律による、国家公
務員退職手当法の改正内容に準じ、失業等給付の
内容等が変更されることに伴い、失業者の退職手当
について所要の改正を行うものです。

45号議案 職員の退職手当に関する条例改正 全員賛成　可決



生活排水処理事業特別会計を下水道事業特別会
計に統合することに伴い、消費税および地方消費税
について規定するものです。

議員の期末手当の支給月数
の改定を行うものです。

町長・副町長・教育長の期末
手当の支給月数の改定を行
うものです。

48号議案 個別排水処理施設設置及び管理条例改正 全員賛成　可決

保険基盤安定負担金を一般会計から繰り入れるも
の、昨年度の特定健康診査事業費確定のための
国、府への償還のため、補正するものです。

52号議案 国民健康保険特別会計事業勘定補正予算 全員賛成　可決

次年度から実施される総合事業に対応するための
システム整備と、昨年度の介護保険料の余剰分を
基金に積み立てるものです。

53号議案 介護保険特別会計事業勘定補正予算 全員賛成　可決

条例改正

補正予算

その他

人事院勧告・人事異動に伴う職員の給与費等を補
正するものです。

一般職の職員の給与の改定
等を行うものです。

決算を監査委員の意見をつけて議会の認定に付すも
のです。9号認定 全員賛成　認定吉川財産区会計歳入歳出決算の認定

農業委員会の委員の選出方法が変更されたことおよ
び農地利用最適化推進委員が新設されたことに伴い、
農業委員会の委員および農地利用最適化推進委員
の定数等を定め、その他規定の整備を行うものです。

49号議案 農業委員会の選挙による委員の定数条例
及び証人等の実費弁償に関する条例改正 全員賛成　可決

既定の歳入歳出予算の総額に6億4,920万6千円を
増額し、それぞれ72億4,916万円とするものです。
主な事業は、防災行政無線整備事業、臨時福祉給
付金、広域ごみ処理事業です。

51号議案 一般会計補正予算 賛成多数　可決

町立スポーツセンター シートスの指定管理者を指定
するものです。
　指定管理者　株式会社 東京ドーム
　指 定 期 間　2017.4.1～2022.3.31

50号議案 指定管理者の指定 全員多数　可決

国において行われ
る、一般職の職員の
給与に関する法律
等の一部を改正す
る法律の改正内容
に準じる。

介護のため一日の勤務時間
の一部につき、勤務しないこと
が相当であると認められる場
合における休暇の新設等を
行うものです。

54号議案 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する
条例改正

57号議案 一般職の職員の給与に関する条例改正

全員賛成　可決

賛成多数　可決

賛成多数　可決国において行われ
る、一般職の国家公
務員等の期末・勤勉
手当に関する措置
内容に準じる。

55号議案 議員報酬及び費用弁償等に関する条例
改正

56号議案 特別職の職員の給与に関する条例改正 賛成多数　可決
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58号議案 一般会計補正予算

59号議案 国民健康保険特別会計事業勘定補正予算

賛成多数　可決

賛成多数　可決

◆  豆 辞 典  ◆ 地方公務員の給与

　地方公務員の給与は、地方公務員法を根本基準として、各地方公共団体の条例
に基づいて定められており、職員の職務の複雑・困難および責任の度合いに基づい
て決められる月例給と、これを補完する諸手当から構成されています。一般職（非現
業）の地方公務員は労働基本権が制約されており、その代償措置として人事委員会
勧告制度が設けられています。国の取扱いや都道府県の勧告等を受けて、具体的
な給与改定方針が決定されることとなり、いずれの場合でも、議会の議決により、給与
条例を改正することとなります。

（総務省ホームページより）

町立スポーツセンター　シートス
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価
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給
与
に
つ
い

て
は
、
町
独
自
に
決
め
る
べ

き
で
す
。
今
回
の
補
正
予
算

に
は
、
そ
の
報
酬
審
議
会
の

た
め
の
予
算
も
入
っ
て
い
ま

す
。
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て

も
、
そ
の
報
酬
審
議
会
に
お

願
い
す
る
と
、
定
数
報
酬
特

別
委
員
会
で
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

議
員
報
酬
等
、
特
別
職
の

給
与
は
、
人
事
院
勧
告
に
準

拠
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
町

職
員
と
同
様
に
引
き
上
げ
を

行
う
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い

と
考
え
ま
す
。
よ
っ
て
、
第

55
号
、
56
号
議
案
に
は
、
反

対
い
た
し
ま
す
。

第
43
号
議
案

　

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
の
制
定
の
趣
旨

は
、
営
利
企
業
等
に
再
就
職

し
た
元
職
員
が
、
現
役
職
員

等
に
何
ら
か
の
働
き
か
け
を

す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の

で
す
。
し
か
し
、
再
就
職
情

報
の
届
け
出
は
課
長
級
以
上

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
よ
う
に
大
き
な
規
模

で
あ
れ
ば
、
該
当
者
を
次

長
・
課
長
に
限
定
す
る
こ
と

も
理
解
で
き
ま
す
が
、
本
町

の
よ
う
に
小
さ
な
規
模
で
あ

れ
ば
、
法
の
趣
旨
・
町
の
人

間
関
係
を
考
慮
し
、
全
職
員

を
対
象
に
す
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

議
案
に
は
反
対
し
ま
す
。

　
　

地
域
・
場
所
ご
と
に
放

送
は
可
能
な
の
か
。

　
　

親
局
は
役
場
に
１
局
、

中
継
局
は
天
台
山
に
、
子
局

は
東
地
区
に
19
局
・
西
地
区

に
11
局
の
計
30
局
を
設
置
す

る
計
画
で
す
。
子
局
ご
と
で

の
放
送
は
可
能
で
す
。

　
　

導
入
に
あ
た
り
、
各
自

主
防
災
組
織
等
に
ヒ
ヤ
リ
ン

グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
実

施
し
た
の
か
。

　
　

今
回
は
、
電
波
と
音
声

の
伝
搬
調
査
を
し
、
ス
ピ
ー

カ
ー
等
の
位
置
を
決
定
し
た

も
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
へ

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

土
砂
災
害
区
域
の
方
々

に
は
、
個
別
無
線
機
を
設
置

い
た
だ
き
、
宅
内
で
音
声
を

聞
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

防
災
以
外
に
防
犯
的
な

不
審
者
情
報
等
の
発
信
は
で

き
る
の
か
。

　
　

防
犯
関
係
の
情
報
発
信

も
必
要
の
都
度
活
用
で
き
ま

す
。

　
　

今
回
の
改
正
は
、
人
事

院
勧
告
に
よ
る
も
の
と
の
こ

と
だ
が
、
議
員
や
特
別
職
は
、

人
事
院
勧
告
の
対
象
外
で
は

な
い
か
。

　
　

議
員
お
よ
び
特
別
職
は
、

人
事
院
勧
告
の
対
象
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
に

お
い
て
も
、
国
会
議
員
や
内

閣
総
理
大
臣
等
の
特
別
職
は
、

一
般
職
に
準
じ
て
人
事
院
勧

告
は
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
町
に
お
い
て
も
国

に
準
じ
て
提
案
し
て
い
ま
す
。 　

　

財
政
が
厳
し
い
中
、
な

ぜ
人
事
院
勧
告
に
沿
う
必
要

が
あ
る
の
か
。

　
　

本
町
に
お
い
て
は
、
上

が
る
と
き
も
下
が
る
時
も
、

人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
町

は
既
に
給
与
カ
ッ
ト
・
管
理

職
の
手
当
て
カ
ッ
ト
も
実
施

し
て
お
り
、
職
員
の
士
気
に

も
か
か
わ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
、
完
全
実
施

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

人
事
評
価
制
度
を
確
立

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

勤
務
評
定
と
い
う
形
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

給
与
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
、

勤
勉
手
当
の
カ
ッ
ト
や
定
期

昇
給
の
停
止
な
ど
ペ
ナ
ル
テ

ィ
的
な
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
み

で
あ
り
、
プ
ラ
ス
評
価
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

頑
張
る
職
員
に
反
映
で
き
る

仕
組
み
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

問

問

問問

問問

答

答

答 答

問問 答答

答 答

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

事
業
勘
定
補
正
予
算

地
域
介
護
福
祉
空
間
整
備

推
進
事
業
・
補
助
金

介
護
保
険
特
別
会
計
事
業

勘
定
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

事
業
勘
定
補
正
予
算

第
51
号
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算

地
域
防
災
無
線
関
連

第
57
号
議
案

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
改
正

第
55
号
議
案

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
改
正

第
56
号
議
案

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
改
正

討

論

討

論

総
括
質
疑

総
括
質
疑
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議
員
定
数
報
酬
特
別
委
員
会

人
事

４
回
の
委
員
会
を
開
催

　　

平
成
27
年
12
月
18
日
に
設

置
し
、
合
計
４
回
の
委
員
会

を
開
催
し
て
、
議
員
の
定
数
・

報
酬
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
議

論
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
21
日
に
は
、

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

「
議
員
定
数
・
報
酬
に
関
す

る
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
22
名
の
住
民
の

皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た

意
見
を
委
員
会
で
検
討
し
、

時
間
を
掛
け
て
議
論
を
重
ね
、

次
の
通
り
結
論
を
出
し
、
当

委
員
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
結
論

【
定
数
】
現
14
名
を
12
名
に

削
減
す
る
も
の
と
す
る
。

平
成
29
年
議
員
一
般
選
挙
よ

り
適
用
と
す
る
。

【
報
酬
】
報
酬
に
つ
い
て
は

明
確
な
基
準
が
な
い
中
、
委

員
会
と
し
て
は
報
酬
額
を
現

状
の
ま
ま
と
し
、
今
年
度
中

に
町
で
開
催
さ
れ
る
報
酬
審

議
会
に
審
議
を
依
頼
す
る
。

　

な
お
、
関
係
す
る
条
例
は
、

報
酬
審
議
会
の
答
申
結
果
を

待
ち
、
そ
の
後
の
議
会
で
改

正
す
る
予
定
で
す
。

委 

員 

長
　

川
上
　
　

勲

副
委
員
長
　

井
川
　

佳
子

委
　
　

員
　

永
谷
　

幸
弘

　
　
　
　
　

小
寺
　

正
人

　
　
　
　
　

永
並
　
　

啓

　
　
　
　
　

竹
谷
　
　

勝

副
町
長

　
　
　
　

切
畑
340
番
地
の
１

　

 

を
選
任
同
意
し
ま
し
た
。

乾　

晃
夫
さ
ん

い
ぬ
い

あ

き 

お

教
育
長

　
　
　
　
　
　

切
畑
60
番
地

　

 

を
任
命
同
意
し
ま
し
た
。

新
谷
芳
宏
さ
ん

し

ん

た

に

よ

し

ひ

ろ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

と
き
わ
台
６
丁
目
21
番
地
の
５

　

 

を
選
任
同
意
し
ま
し
た
。

岩
﨑　

弘
さ
ん

い

わ

さ

き

ひ
ろ
む

教
育
委
員
会
委
員

光
風
台
１
丁
目
１
番
地
の
15

岸
本
惠
子
さ
ん

き

し

も

と

け

い 

こ

東
と
き
わ
台
４
丁
目
13
番
地
の
7

　

 

を
任
命
同
意
し
ま
し
た
。

川
村　

新
さ
ん

か

わ

む

ら

あ
ら
た

※議長（福岡 邦彬）は、職責により、採決に参加していない。　※全員賛成の件名については、紙面の都合上、省略している。

※議長（福岡 邦彬）は、職責により、採決に参加していない。　※５件の人事案件についても、全員賛成。

12月定例議会における採決結果

○

○

○

○

○

○

○

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

×

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

○

○

×

○

○

○

○

議
決
結
果

件　　　　　名
寺
脇　

直
子

管
野
英
美
子

永
谷　

幸
弘

橋
本　

謙
司

井
川　

佳
子

高
橋　

充
德

小
寺　

正
人

永
並　
　

啓

竹
谷　
　

勝

福
岡　

邦
彬

高
尾　

靖
子

西
岡　

義
克

川
上　
　

勲

（○：賛成　×：反対）

職員の退職管理に関する条例制定の件

職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例改正の件

議員報酬及び費用弁償等に関する条例改正の件

特別職の職員の給与に関する条例改正の件

一般職の職員の給与に関する条例改正の件

平成28年度一般会計補正予算の件

平成28年度国民健康保険特別会計事業勘定補正予算の件

10月臨時会における採決結果

○

○

○

○

可決

可決

可決

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ー

ー

ー

ー

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議
決
結
果

件　　　　　名
寺
脇　

直
子

管
野
英
美
子

永
谷　

幸
弘

橋
本　

謙
司

井
川　

佳
子

高
橋　

充
德

小
寺　

正
人

永
並　
　

啓

竹
谷　
　

勝

福
岡　

邦
彬

高
尾　

靖
子

西
岡　

義
克

川
上　
　

勲

（○：賛成　×：反対）

附属機関に関する条例改正の件

特別職の職員の給与に関する条例改正の件

農地及び農業用施設の災害復旧事業の施行

平成28年度一般会計補正予算の件
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イノベーションとよの

　橋本　謙司

■掲載原稿は、質問した議員の責任において出稿されています。

重点的な先行投資と
早期の無駄削減を

重点的な先行投資と
早期の無駄削減を

スケジュール感をもった施設配置を

子
ど
も
達
の
た
め
の

教
育
環
境
の
充
実
を

自
転
車
駐
車
場
の
早
期
の

無
人
化
・
無
料
化
を

問答

答 問

　
　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充

実
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
教
育
長
が
感
じ
る

豊
能
町
の
教
育
の
弱
み
で
あ

る
、
施
設
の
老
朽
化
、
小
集

団
化
に
つ
い
て
は
、
教
育
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
離
れ
た
と

こ
ろ
で
今
後
の
施
設
配
置
に

つ
い
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

を
も
っ
て
議
論
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

施
設
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
相
当
の
予
算
も
伴
い
ま

す
し
、
様
々
な
課
題
等
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

時
期
設
定
に
つ
い
て
は
、
今

は
、
ま
だ
難
し
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
部

局
で
研
究
・
調
査
を
し
っ
か

り
と
進
め
て
、
予
算
に
つ
い

て
は
、
町
長
部
局
と
も
議
論

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
再
三
、
提

案
し
て
い
る
、
財
政
効
果
の

大
き
い
、
自
転
車
駐
車
場
の

無
人
化
・
無
料
化
の
検
討
に

つ
い
て
の
進
捗
は
。

　
　

と
き
わ
台
の
地
下
自
転

車
駐
車
場
は
、
廃
止
の
方
向

で
考
え
て
お
り
、
地
上
駐
車

場
に
つ
い
て
、
能
勢
電
鉄
と

具
体
的
に
協
議
を
し
て
い
ま

す
。
来
年
度
に
測
量
設
計
等

の
予
算
計
上
を
考
え
て
い
ま

す
。
一
方
、
光
風
台
の
自
転

車
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
監
視
の
問
題

は
残
り
ま
す
が
、
収
容
率
が

低
い
た
め
、
規
模
の
縮
小
を

考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

自
転
車
駐
車
場
が
調
整
池
の

上
に
位
置
し
、
耐
震
や
耐
力

度
等
の
調
査
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
来
年
度
に
調
査

の
予
算
計
上
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

イノベーションとよの

　えなみ　けい

自主防災活動は避難所
に避難してから

自主防災活動は避難所
に避難してから

最低限、町の運営マニュアルが必要

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い

自
主
防
災
組
織
は
で
き
た
け
ど

活
動
は
ど
の
時
点
か
ら

問

答

　
　

各
地
域
に
お
い
て
今
年

度
か
ら
自
主
防
災
組
織
が
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
豊
能
町
か
ら
の
具
体
的

な
指
導
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
各
組
織
に
お
任
せ
状

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
各
組
織
が
独
自
に
考

え
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　

自
主
防
災
の
活
動
に
は
、

情
報
収
集
・
初
期
消
火
・
救

助
救
出
・
安
否
確
認
・
避
難

誘
導
・
給
食
給
水
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
重
要
な
の

は
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

公
園
な
ど
の
屋
外
に
一
時
的

に
集
ま
る
緊
急
避
難
場
所
に

着
い
た
時
点
や
、
避
難
所
ま

で
は
独
自
に
避
難
し
て
も
ら

い
、
避
難
所
に
着
い
た
時
点

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
等
で
す
。

　

他
市
町
村
で
は
、
各
自
治

体
が
作
成
す
る
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
、

職
員
と
共
に
自
主
防
災
の

方
々
が
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
避
難
所
に
着
い
て

か
ら
が
自
主
防
災
の
活
動
の

ス
タ
ー
ト
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
豊
能
町
に
は
活

動
の
基
に
な
る
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
ま
だ
作
成
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
早
急
に
豊

能
町
で
も
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
が
必

要
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
　

職
員
主
体
の
避
難
所
の

開
設
訓
練
を
し
た
後
に
、
各

避
難
所
ご
と
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
ま
す
。
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一般質問一般質問一般質問一般質問 ■掲載原稿は、質問した議員の責任において出稿されています。
　
　

学
校
は
、
地
域
の
歴
史
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
サ
ポ
ー

ト
の
方
々
で
、
地
域
の
拠
点

と
し
て
発
展
し
た
。
学
校
が

な
く
な
れ
ば
若
い
人
は
帰
っ

て
こ
な
い
と
他
市
で
は
嘆
い

て
い
る
。
地
域
や
保
護
者
の

意
見
を
聞
く
考
え
は
。

　
　

平
成
25
年
～
27
年
度
に

西
地
区
小
中
一
貫
校
推
進
委

員
会
及
び
小
中
一
貫
教
育
充

実
検
討
委
員
会
で
、
保
幼
小

中
学
校
等
の
保
護
者
代
表
を

委
員
と
し
て
検
討
い
た
だ
い

た
。
そ
の
答
申
を
も
と
に
、

保
幼
小
中
一
貫
教
育
推
進
担

当
者
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
、
保
護
者
の

意
見
を
十
分
聞
き
な
が
ら
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の

結
果
を
用
い
、
各
中
学
校
の

調
査
書
評
定
平
均
が
決
定
さ

れ
、
評
定
平
均
の
高
い
学
校

は
高
い
評
定
が
多
く
出
る
よ

う
に
、
低
い
学
校
は
低
い
評

定
が
多
く
で
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

生
徒
個
人
の
み
な
ら
ず
、
学

校
単
位
で
格
差
を
つ
く
り
、

中
1
か
ら
高
校
入
試
競
争
を

駆
り
立
て
て
、
中
学
校
教
育

を
ゆ
が
め
る
も
の
。
府
内
で

は
校
長
会
を
通
じ
廃
止
・
撤

回
を
求
め
る
団
体
署
名
は
1

1
7
団
体
。
撤
回
の
考
え
は
。

　
　

目
的
は
、
教
育
成
果
と

課
題
を
明
確
に
し
て
教
育
に

活
か
す
。
２
つ
は
、
府
立
高

校
入
学
者
選
抜
の
調
査
書
に

記
載
す
る
評
定
が
、
公
平
性

の
高
い
も
の
で
あ
る
か
を
確

認
す
る
資
料
づ
く
り
で
、
改

善
点
等
は
府
と
協
議
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
か
ら
中
学
生

か
ら
不
評
と
聞
い
て
い
ま
す
。

町
長
の
所
信
表
明
の
中
で
も

給
食
の
残
渣
量
が
相
当
あ
る

と
い
う
デ
ー
タ
ー
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う

に
改
善
す
る
の
か
。

　
　

残
渣
量
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
健
康
面
に
つ
い
て
大

き
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
の

は
教
育
委
員
会
と
し
て
も
危

惧
し
て
い
ま
す
。

　

町
長
か
ら
も
完
食
に
む
け

て
検
討
す
る
よ
う
指
示
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
考
え
て
い
ま
す
の
は
、

案
で
す
が
、
パ
ン
食
み
た
い

な
も
の
も
導
入
で
き
た
ら
と

業
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
食
育
と
い
う
観
点
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
栄
養
の

資
格
を
持
っ
た
職
員
を
府
か

ら
配
置
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
十
分
学
校

の
中
で
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
処
理

に
つ
い
て
は
焼
却
溶
融
に
よ

る
完
全
無
害
化
処
理
し
か
な

い
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
今
も
そ
の
信
念
に
変

わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

完
全
無
害
化
処
理
を
目
指
し

て
進
め
る
の
か
。

　
　

現
状
の
ま
ま
で
処
理
を

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

等
、
み
な
さ
ん
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は

処
理
を
も
う
一
度
し
っ
か
り

と
や
り
直
し
、
無
害
化
を
し

て
、
完
全
終
結
に
向
け
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問

問

問

問

答

答

答

答

日本共産党

　高尾　靖子

小
中
一
貫
校
は
地
域
の
声
を

意
見
を
十
分
聞
き
進
め
た
い

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
終
結
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
撤
回
を

学校と地域を守り　　
住んでよかった町に

学校と地域を守り　　
住んでよかった町に

チャレンジテスト問題掲載の新聞等

中学校給食の完食をめざして

緑豊クラブ

　竹谷　勝

待ちどうしい
　　　　給食タイムに
待ちどうしい
　　　　給食タイムに
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一般質問一般質問一般質問一般質問 ■掲載原稿は、質問した議員の責任において出稿されています。
　
　

昨
年
の
６
月
議
会
か
ら

今
年
の
6
月
議
会
ま
で
幼
稚

園
、
保
育
所
の
問
題
を
取
り

上
げ
た
。

　

現
在
町
営
で
行
わ
れ
て
い

る
幼
稚
園
、
保
育
所
を
完
全

民
営
化
し
た
と
仮
定
す
れ
ば
、

年
間
３
億
５
千
万
円
か
か
っ

て
い
る
運
営
費
が
９
千
万
円

で
す
む
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

実
に
２
億
６
千
万
円
の
費
用

削
減
効
果
が
見
込
め
る
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

公
定
価
格
の
２
分
の
１
を
国

が
負
担
し
、
大
阪
府
が
４
分

の
１
負
担
す
る
。
加
え
て
給

与
水
準
が
違
う
こ
と
か
ら
大

き
な
差
額
が
出
て
く
る
。

　

豊
能
町
と
し
て
民
営
化
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
本
町
と
し
て
幼

稚
園
、
保
育
所
の
民
営
化
は

検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

８
年
前
の
平
成
20
年
10

月
に
「
こ
れ
か
ら
の
豊
能
町

の
保
育
所
・
幼
稚
園
の
保
育
・

教
育
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
が
あ
り
方
検
討
委
員
会

か
ら
以
下
の
提
言
が
出
さ
れ

た
。

「
①
民
営
化
す
れ
ば
住
民
は

私
立
と
公
立
の
選
択
が
出
来

な
く
な
る
。
②
私
立
は
採
算
が

合
わ
な
け
れ
ば
閉
鎖
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
③
就
学

前
の
保
育
・
教
育
を
継
続
的

安
定
的
提
供
と
質
の
維
持
を

考
慮
し
た
場
合
、
今
後
も
公

立
施
設
と
し
て
存
続
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
結
論
づ
け

ら
れ
た
。
」

　

今
は
私
立
の
方
が
評
価
さ

れ
て
い
る
時
代
だ
。
何
も
検

討
し
な
い
の
は
お
か
し
い
。

現
在
豊
能
町
の
職
員
数
と
平

均
年
齢
は
何
歳
く
ら
い
か
。

　
　

現
在
職
員
数
は
31
名
で
、

平
均
年
齢
の
資
料
は
、
手
元

に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　

池
田
町
長
は
、
完
全
無

害
化
と
い
う
こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、
熱
分
解
に
よ
る

無
害
化
処
理
は
、
府
の
概
算

で
お
よ
そ
７
億
円
か
か
る
と

試
算
が
出
て
い
る
が
、
完
全

無
害
化
処
理
は
、
い
く
ら
費

用
が
か
か
る
の
か
。

　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
ま
だ

業
者
認
定
も
し
て
い
ま
せ
ん

し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、

回
答
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
　

民
間
企
業
で
は
、
あ
ら

か
じ
め
見
積
も
り
や
工
程
表
　
　

を
出
し
て
か
ら
、
処
理
方
法

を
決
め
ま
す
。
完
全
無
害
化

の
工
程
表
と
処
理
に
必
要
な

日
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
だ
能
勢
町
長
と
も
お

話
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
豊
能

町
議
会
、
施
設
組
合
で
こ
の

旨
を
議
論
し
て
、
そ
れ
か
ら

お
答
え
を
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

最
終
処
分
の
方
法
と
し

て
、
遮
断
型
は
お
よ
そ
５
千

万
円
で
処
理
で
き
る
が
、
な

ぜ
検
討
さ
れ
な
い
の
か
。

　
　

住
民
の
皆
さ
ん
の
了
解

を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
遮
断
型
に
つ
い
て
は
今

の
と
こ
ろ
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

　
　

　
　

本
町
の
高
齢
化
に
と
も

な
い
、
東
地
区
の
診
療
所
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

お
考
え
な
の
か
。

　
　

照
葉
の
里
箕
面
病
院
と

現
在
交
渉
し
て
い
ま
す
が
、

医
師
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
な
か
な
か
実
現
が
難

し
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
長
期
に
わ
た
っ
て
ご

指
摘
の
東
地
区
の
安
定
し
た

医
療
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問

問

問問

問

問

答

答

答

答

答答

とよの維新

　小寺　正人

保
育
所
･
幼
稚
園
民
営
化

は
時
代
の
流
れ

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
」

東
地
区
の
医
療

年間２億６千万円もの 
新たな財源発見

年間２億６千万円もの 
新たな財源発見

町営幼保を維持する提言･H２０年

一般廃棄物の保管場所

とよの維新

　寺脇　なお子

ダイオキシン最終
　　　処分について
ダイオキシン最終
　　　処分について
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■掲載原稿は、質問した議員の責任において出稿されています。
　
　

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
が

一
部
改
正
さ
れ
、
平
成
27
年

４
月
１
日
に
施
行
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
改
正
法
で
は
、

地
方
公
共
団
体
の
教
育
、
学

術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す

る
総
合
的
な
施
策
の
基
本
方

針
を
、
首
長
が
教
育
大
綱
と

し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
綱
の
作
成
・
完

成
は
い
つ
に
な
り
ま
す
か
。

　
　

教
育
総
合
会
議
を
１
月

に
開
き
、
３
月
に
は
大
綱
を

お
示
し
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　

課
題
克
服
の
た
め
の
今

後
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
飯
」
と

あ
り
、
家
庭
で
の
問
題
ま
で

も
教
育
現
場
に
押
し
付
け
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ

の
件
に
つ
い
て
、
保
護
者
、

地
域
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
　

新
教
育
基
本
法
に
は
、

保
護
者
は
子
の
教
育
に
第
一

義
的
責
任
を
有
す
る
も
の
と

あ
り
、
生
活
の
た
め
に
必
要

な
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、

家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重

し
つ
つ
、
情
報
の
提
供
や
家

庭
教
育
を
支
援
す
る
よ
う
に

と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
を
効
果
的
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
家
庭

の
教
育
力
の
向
上
や
子
ど
も

達
の
生
活
改
善
が
、
い
ず
れ

は
学
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

先
生
の
負
担
が
増
え
て

い
ま
す
。
研
修
等
の
実
施
は
。

　
　

校
内
研
修
、
夏
季
研
修

等
で
教
員
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

問

問

問

答

答

答 全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
課
題
に
つ
い
て

教
育
大
綱
に
つ
い
て

新風会

　すがの えみこ

教育のまち とよの
　　　さらなる充実へ
教育のまち とよの
　　　さらなる充実へ

２×2運動にも取り組む学校

　
　

住
宅
流
通
促
進
拠
点
運

営
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が

こ
の
12
月
か
ら
開
設
さ
れ
る

が
、
４
年
後
に
は
独
自
で
運

営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
空
き
家
対
策
に
は
問

題
対
処
の
た
め
に
法
律
な
ど

の
専
門
家
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
専
門
家

が
い
る
の
か
、
確
認
し
た
い
。

　
　

今
回
協
定
を
締
結
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
専
門
家
と

い
う
方
は
い
ま
せ
ん
。
今
後

探
し
な
が
ら
運
営
し
ま
す
。

　
　

財
政
を
投
入
し
て
い
る

関
係
で
、
今
後
指
導
し
て
、

難
し
い
と
判
断
し
た
場
合
、

ど
う
す
る
の
か
。

　
　

連
携
協
定
の
打
ち
切
り

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　

病
気
の
大
半
は
口
か
ら

入
る
こ
と
か
ら
、
特
定
検
診

項
目
に
口
腔
ケ
ア
検
査
を
付

け
加
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

何
が
何
で
も
公
費
で
賄

う
こ
と
は
非
常
に
苦
し
い
の

で
各
自
で
お
願
い
し
た
い
。

　
　

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
病

気
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す

た
め
に
は
、
特
に
ガ
ン
に
対

す
る
教
育
が
大
事
、
是
非
と

も
推
奨
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　

子
供
た
ち
に
正
し
い
知

識
と
理
解
を
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　

吉
川
地
内
の
太
陽
光
発

電
売
電
施
設
の
不
備
事
項
が

あ
っ
た
部
分
の
是
正
状
況
の

確
認
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　

定
期
的
に
巡
視
し
、
異

常
が
認
め
ら
れ
れ
ば
速
や
か

に
安
全
な
措
置
を
さ
せ
ま
す
。

　
　

再
度
視
察
は
可
能
か
。

　
　

議
会
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
業
者
と
調
整
し
ま
す
。

問

問問

問問

問

答

答答

答答答

住
民
の
健
康
維
持
施
策
を

素
早
い
危
機
管
理
を

空
き
家
対
策
に
着
実
な
手
を

予定されている住宅流通促進拠点

公明党

　高橋 あつのり

再び
　活気ある街に
再び
　活気ある街に
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６
月
の
定
例
議
会
に
お

い
て
、
「
今
後
、
こ
の
防
災

拠
点
と
な
る
本
庁
も
含
め
て

の
整
備
・
耐
震
化
に
つ
い
て

は
検
討
し
、
決
定
し
て
ま
い

り
た
い
」
と
い
う
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

29
年
度
当
初
に
業
務
委

託
契
約
を
行
い
、
コ
ン
サ
ル

業
務
に
つ
い
て
は
29
年
度
中

に
全
て
終
了
し
、
そ
の
後
に

町
と
し
て
の
方
針
を
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

下
水
道
事
業
は
上
水
道

事
業
と
と
も
に
、
住
民
の
健

康
的
な
生
活
を
下
支
え
す
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
次

世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、

予
防
保
全
と
し
て
の
中
長
期

計
画
を
策
定
し
、
老
朽
化
対

策
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

国
の
技
術
的
支
援
・
財

政
支
援
制
度
を
活
用
し
、
持

続
的
な
機
能
確
保
と
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

平
成
28
年
4
月
1
日
以

降
に
生
ま
れ
た
０
歳
児
を
対

象
に
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
無
料
化
が
10
月

1
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

本
町
に
お
い
て
特
に
、
５

月
生
ま
れ
の
乳
児
が
風
邪
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
で
体

調
不
良
と
な
り
、
３
回
目
の

接
種
が
１
歳
を
超
え
た
場
合
、

定
期
接
種
無
料
化
の
対
象
か

ら
外
れ
て
保
護
者
の
負
担
と

な
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
に

限
っ
て
救
済
措
置
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
、
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

能
勢
電
鉄
と
の
勉
強
会

の
中
で
、
町
の
姿
勢
が
問
わ

れ
て
い
る
。
駅
前
周
辺
の
再

整
備
と
再
開
発
も
併
せ
て
考

え
る
よ
う
要
求
さ
れ
て
い
る

と
聞
く
が
、
い
か
が
か
。

　
　

駅
前
の
賑
わ
い
作
り
と
、

乗
降
人
数
を
増
や
す
対
策
を

考
え
ま
す
。
ま
た
併
せ
て
、

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ロ
ー

タ
リ
ー
の
整
備
、
駐
輪
場
の

地
上
化
を
検
討
し
ま
す
。

　

箕
面
森
町
線
を
、
と
き
わ

台
駅
ま
で
延
長
し
、
北
大
阪

急
行
と
能
勢
電
鉄
を
バ
ス
で

つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
町

へ
の
転
入
者
促
進
、
転
出
の

抑
制
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
伴
う
能
勢
電
鉄
と
の
費
用

負
担
割
合
を
、
詰
め
る
と
こ

ろ
に
来
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
進
捗
状
況
は
。

　
　

技
術
的
な
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

車
い
す
対
応
の
改
札
口
・
券

売
機
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
の

設
置
等
、
高
低
差
の
解
消
以

外
に
も
費
用
が
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
来
年
度
の
当
初

予
算
に
設
計
額
を
計
上
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

　
　

吉
川
中
学
校
に
中
学
校

を
統
合
す
る
と
し
て
、
バ
ス

の
送
迎
費
の
試
算
は
し
て
い

る
の
か
。

　
　

バ
ス
４
台
購
入
費
３
，

３
６
０
万
円
、
朝
２
便
、
夕

方
３
便
の
運
行
経
費
と
し
て

１
，
５
０
０
万
円
（
車
両
保

険
代
、
重
量
税
含
む
）
と
試

算
し
て
い
ま
す
。

　
　

医
療
費
助
成
費
用
を
こ

ち
ら
に
回
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　

慎
重
に
議
論
し
ま
す
。

問

問

問

問

問

問問

答

答

答

答

答

答 答

公明党

　なが谷　幸弘

防災拠点となる本庁舎の
耐震化を急げ

防災拠点となる本庁舎の
耐震化を急げ

と
き
わ
台
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は

防
災
拠
点
と
な
る
本
庁
舎
の

耐
震
化
に
つ
い
て

下
水
道
の
維
持
管
理
等
に

つ
い
て

B
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
に
つ
い
て

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

本庁舎は防災の要として機能するのか

急がれたい　ときわ台駅バリアフリー化

豊鳴クラブ

　井川　佳子

池田新町長に　　
　質する
　　　

池田新町長に　　
　質する
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平
成
28
年
度
市
区
町
村
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

総
務
大
臣
感
謝
状

北
部
地
区
議
長
会
議
員
研
修
会

配信中
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編
集
後
記

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
議
会
に
お
い
て
は
、

池
田
新
町
長
を
迎
え
、
議
員

の
一
般
質
問
は
、
町
長
所
信

表
明
に
関
わ
る
質
問
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

議
会
も
、
町
行
政
と
手
を
携

え
て
よ
り
よ
い
町
政
へ
と
、

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

広
報
特
別
委
員
会
も
、
新

委
員
を
迎
え
て
、
委
員
一
同
、

わ
か
り
や
す
い
『
議
会
だ
よ

り
』
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
住
民
の

方
々
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
、

よ
り
議
会
に
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
本
年
も
力

を
合
わ
せ
て
努
め
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　

永
谷
　

幸
弘

副
委
員
長
　

井
川
　

佳
子

委
　
　

員
　

寺
脇
　

直
子

　
　
　
　
　

管
野
英
美
子

　
　
　
　
　

橋
本
　

謙
司

　
　
　
　
　

竹
谷
　
　

勝

　
　
　
　

京
都
・
烟
河
（
亀
岡
市
）
　

平
成
28
年
11
月
11
日

　
　

テ
ー
マ

　
　
　
「
地
方
創
生
と
議
会
の
役
割
」

　

講
　

師
　

同
志
社
大
学
大
学
院
　

総
合
政
策
科
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教 

授
　

新
川 

達
郎 

氏

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
に
地
方

を
創
生
し
て
い
く
か
を
学
ぶ
。

　

住
み
た
く
な
る
子
育
て
環

境
を
整
え
、
若
年
層
の
定
住

施
策
が
必
要
と
伺
う
。

35年表彰　川上　勲 議員

　豊能町議会では、定例会ごとに
インターネットをとおして、リア
ルタイムで一般質問を放映してい
ます。
　また、録画配信（２週間）も実
施しています。
　次回は、３月議会を予定してい
ます。

出初式・成人式


